
早めの情報入手が災害から身を守るうえで重要です。高山
防災ラジオは自動でスイッチが入り、緊急
地震速報や災害に関する緊急情報を受信で
きます。
お求めは最寄りの高山電機商業組合加盟
店までお願いします。

今回新しくなった
ハザードマップは、
市民の皆様が災害か
ら身を守っていただ
けるよう、洪水や土
石流、がけ崩れのお
それのある区域を示
したほか、地域別

ワークショップでの皆様の声を反映し
ています。また、指定避難所について
も災害別に安全性を確認しています。
ハザードマップを平常時からご活用
いただき、自助（自分の身は自分で守
る）や共助（地域のことは地域で守る）
の意識向上に役立てていただきたいと
思います。

非常時に必要なものを事前に確認し、いざという時に備え
ましょう。水や食糧のほか、医薬品や衣類などもあらかじめ
準備しておきましょう。
なお、土砂崩れなど、身の危険を感じた
ら非常持ち出し品などの物にこだわらず、
ただちに避難してください。
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ハザードマップとは、発生が予想されるさまざまな災害（洪水や土砂災害など）に対し、危険区域や避難に
関する情報を冊子にまとめたもので、いつ災害が発生しても落ち着いて対応できるよう、平常時から備えてい
ただくために使うものです。今回のマップ作成にあたり、それぞれの地域の皆様からお聞かせいただいた過去
の災害情報と、洪水対策支援システム（降雨条件等から浸水エリアの予測ができるシステム）を活用して洪水
氾濫のシミュレーションを行うなど新しい試みを取り入れました。ぜひ、この機会に「防災」について考え、「い
ざ！」という時のために備えておきましょう。

より実践的なハザードマップを作成

震災から3年経過

防災を考える

マップの一例

ハザードマップは3月下旬か
ら順次、市内の全世帯に配
布します。

2人以上での行動を心がけ、隣
近所で協力して避難しましょう

ラジオやテレビなどの情報に注意しましょう

動きやすい靴を履き、避難経路は
高い場所を選びましょう

マップの利用方法
▪�ご家庭や職場などの場所をマークし、その付
近の危険区域や避難場所を確認しましょう。
▪�避難する際の経路などを平常時から各家庭な
どで話し合いましょう。

注意事項
▪�想定以上の災害も考えられますので注意が
必要です。
▪�地盤の高さが変化した場合は、想定した範
囲や浸水深が実際と異なる場合があります。

問合先 危機管理室� ☎35‒3345

ハザードマップを活用しましょう
普段からの備えのために�〜非常持ち出し品〜

普段からの備えのために�〜高山防災ラジオ〜

危機管理室
担当部長� 西田純一

地域の皆様の
　　　声を取り入れ
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